
研究グループからのお約束とお願い 
 

１ 学術・研究・教育目的以外には使用いたしません。 
２ すべての内容に関して、固有名を変更し、個人が特定できないよう取りはからいます。画像につ

きましても、不必要に画像を使用することはありません。 
３ 画像は、身体が露出している部分については黒フィルターで覆う等加工したり、ご本人の要請に

より顔部分画像に同様の処理をする等の配慮をします。 
４ 論文・研究発表等、紙面で画像を使用する際には、絵に直す（トレースする）などプライバシー

が守られる配慮を致します。 
５  テープおよび書き起こしたものの内容につきましては、ご協力いただいた方がすべての権利を留

保するものと理解します。一部または全部の削除、コピー等のご要望があれば、いつでもお応えい

たします。 
６  下の(4)にご承諾いただいた場合も、とくに論文・書籍・配布物など（広く流布するもの）で実際

の画像を使わせていただくとき、そのつど事前に具体的に使用する箇所につきご了承をいただくよ

うにいたします。 
７ 医療におけるコミュニケーションがよりよいものになるよう、医療現場、医療者の教育、その他

一般の教育や講演を通じて、研究のフィードバックをしていきたいと考えております。ご理解のう

え、ぜひともご協力をよろしくお願い致します。 
（以上のお約束につきましては、別にお渡ししました、協力のお願いのお手紙もご参照ください。） 

承諾書 
研究代表者 
明治学院大学 西阪仰 宛 
 
(1) 研究教育の一環として今回録音録画したものにつき、画像・画像のトレース（絵）・音声・

音声を文字化したものの、研究グループによる分析のための使用を、承諾します。 
(2) 学術論文等の出版物、学会・授業・講演会での配布物において、（人名、地域名、施設名な

どの固有名を匿名にした）音声の文字化、および（容姿による個人の判別の不可能な）画像

のトレース（絵）の使用を、承諾します。 
 
そのほか、以下の○で印をつけた部分の使用も、承諾します（※ 一つでも多くの○をお願い申

し上げます）。 
 
(3) 会話の音声を使用してよい。 
研究会・学会 授業 講演会 
   
 
(4) 顔を隠した画像・顔の映っていない画像を使用してよい。 
研究会・学会 授業 講演会 
   
 
(5) プライバシーと身体の露出に配慮すればすべて使用してよい。 
学術論文 研究会・学会 授業 講演会 
    
 
日付       署名（サイン）                  


